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安全で利用しやすい児童クラブ

滝川周辺の環境

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他
　

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
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一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他
　

質
問
玉
村
小
の
余
裕
教
室
を
活
用

し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が

整
備
さ
れ
大
好
評
だ
。
ほ
か
の
小
学

校
で
も
余
裕
教
室
を
活
用
し
た
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
推
進
を
。

答
弁
町
長　
玉
村
小
学
校
内
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
利
用

す
る
児
童
に
と
っ
て
校
庭
や
体
育
館

な
ど
の
広
い
学
校
施
設
を
使
用
で
き
、

安
全
で
利
用
し
や
す
く
快
適
な
児
童

ク
ラ
ブ
に
な
っ
て
い
る
。

　
町
は
今
年
、「
玉
村
町
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
余
裕
教
室
等
活
用
基
本
方
針
」

を
策
定
し
、
芝
根
小
で
来
年
度
か
ら

の
開
設
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、

余
裕
教
室
の
あ
る
南
小
に
つ
い
て
も

協
議
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

質
問
余
裕
教
室
が
な
い
場
合
の
対

応
は
。

答
弁
町
長　
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺

区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、
児

童
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
央
小

や
余
裕
教
室
の
な
い
上
陽
小
は
、
当

面
、
児
童
館
な
ど
で
受
け
入
れ
る
。

　

今
後
、
待
機
児
童
が
発
生
す
る
よ

う
な
場
合
は
、
小
学
校
内
に
独
立
し

た
専
用
施
設
を
整
備
し
、児
童
に
と
っ

て
安
全
で
利
用
し
や
す
い
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
取
り
組
む
。

民
間
と
協
力
し
、
災
害
時
の

緊
急
避
難
場
所
の
確
保
を

質
問
斉
田
区
は
、
地
元
建
設
会
社

と
災
害
時
の
避
難
所
使
用
の

協
定
を
結
ん
だ
。
民
間
施
設
な
ど
の

協
力
を
得
て
緊
急
避
難
場
所
の
確
保

を
進
め
て
は
ど
う
か
。

答
弁
町
長　
町
は
、「
災
害
時
指

定
緊
急
避
難
場
所
」（
※
１
）

と
「
指
定
避
難
所
」（
※
２
）
を
28
ヵ

所
設
置
し
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、

一
時
的
な
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所

を
民
間
の
協
力
を
得
て
、
確
保
す
る

こ
と
は
、
地
域
住
民
の
「
逃
げ
遅
れ

ゼ
ロ
」
の
た
め
に
大
変
有
効
な
こ
と

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
民
間
施
設
を
災
害
時
に

利
用
す
る
に
は
、
夜
間
、
休
日
の
対

応
や
管
理
運
営
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、

一
律
の
基
準
で
の
指
定
は
、
現
時
点

で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
平
日
、
昼
間
な
ど
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
民
間
施
設
の
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

こ
ん
な
質
問
も
し
て
い
ま
す

•	

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ご
み
の
減
量

化
を

•	

小
規
模
企
業
振
興
条
例
の
策
定
で
地

域
経
済
の
振
興
を

※
１
【
災
害
時
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
は
】

　
　
　
町
が
指
定
す
る
一
時
的
な
避
難
場
所
。

※
２
【
指
定
避
難
所
と
は
】

　
　
　
災
害
に
よ
り
避
難
し
た
住
民
や
自
宅
に
戻
れ

な
い
住
民
が
、
災
害
の
危
険
性
が
な
く
な
る

ま
で
の
期
間
滞
在
す
る
た
め
の
施
設
。
　

 副町長

車両ターミナルの
情報得て考える

質
問
群
馬
県
が
推
進
す
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ

（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）

の
導
入
に
伴
い
、
新
た
な
交
通
手
段

の
確
保
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
が
期

待
さ
れ
る
。

　
町
の
発
展
に
は
国
・
県
の
施
設
誘

致
も
大
き
く
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
群
馬
県
の
事
業
で
あ
る

Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
玉
村
町
も
積
極
的
に
参
加

す
べ
き
と
考
え
る
。

　
東
毛
広
域
幹
線
道
路
（
国
道
３
５

４
号
）
沿
い
の
道
路
用
地
を
利
用
し

て
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
車
両
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
誘

致
を
図
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁
町
長　
当
該
地
は
市
街
化
調

整
区
域
で
あ
る
が
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ

車
両
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
れ
ば
、
公
益

施
設
と
し
て
の
建
設
が
可
能
と
考
え

ら
れ
る
。

　

具
体
化
に
は
い
ろ
い
ろ
な
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
県
が
示
す
事
業
化
計

画
を
見
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

質
問
思
い
立
っ
た
が
吉
日
、
ま
ず

手
を
挙
げ
て
行
動
を
。

答
弁
副
町
長　
県
か
ら
車
両
タ
ー

ミ
ナ
ル
・
車
両
基
地
に
つ
い

て
の
情
報
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

滝
川
周
辺
の
環
境
整
備
を

質
問
住
み
よ
い
ま
ち
・
住
み
た
い

ま
ち
づ
く
り
に
は
環
境
の
整

備
が
欠
か
せ
な
い
。
玉
村
町
の
住
宅

街
の
中
を
流
れ
る
滝
川
は
、
多
く
の

住
民
の
目
に
触
れ
て
い
る
。

　
一
部
は
遊
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ

て
は
い
る
が
、
雑
草
の
処
理
や
木
々

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
い
つ
も
整
備
さ
れ
て
い
る
滝
川
が

あ
る
こ
と
で
、
玉
村
町
の
評
価
は
上

が
る
と
考
え
る
が
。

答
弁
町
長　
滝
川
は
、
群
馬
県
が

河
川
管
理
者
で
、
伊
勢
崎
土

木
事
務
所
が
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

滝
川
緑
道
部
分
は
協
定
を
結
ん
だ

玉
村
町
が
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

答
弁
副
町
長　
利
根
川
で
行
っ
て

い
る
自
治
会
の
草
刈
り
と
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
、
土
木

事
務
所
と
相
談
を
し
た
い
。

保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証

の
サ
イ
ズ
統
一
化
を

質
問

70
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
に

交
付
さ
れ
る
高
齢
受
給
者
証

は
、
い
ま
だ
以
前
の
大
き
さ
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
。
携
帯
の
利
便
性
を

考
え
れ
ば
、
保
険
証
と
同
じ
サ
イ
ズ

に
変
更
す
べ
き
で
は
。

答
弁
町
長　
令
和
３
年
度
の
保
険

証
更
新
時
に
、
保
険
証
と
高

齢
受
給
者
証
を
一
体
化
し
た
証
を
発

行
す
る
。

 町長

今後も各小学校と連携し
推進する

学校内放課後児童
クラブの推進を

「ＢＲＴ車両ターミナル」
の誘致を


